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Ｈ２７年度 津市健康づくり推進懇話会第５回分科会会議録 

 

１ 会議名 
津市健康づくり推進懇話会第５回分科会 

 

２ 開催日時 
平成２８年１月１９日（火） 

午後２時から午後４時まで 

３ 開催場所 久居保健センター ポルタひさい１階（久居新町３００６番地） 

４ 出席者の氏名 

（津市健康づくり推進懇話会委員） 

草川雅之、棚橋尉行、岸畑安紀、中川信之、小林小代子、藤田清志、木下美

佐子、柿本誠重、宮下敦子、篠澤君枝、佐橋俊美、上田ゆかり(１２名) 

 

（アドバイザー） 

三重県津保健所   所長         中山治 

 

（健康づくり計画策定アドバイザー） 

三重県立看護大学  教授        大越扶貴 

 

（事務局）          

津市健康づくり課  保健指導担当副参事 栗本真弓 

          保健指導担当副参事 梅林ひとみ 

          保健指導担当主幹  竹森さわか 

保健指導担当主幹  落合加代 

          保健指導担当副主幹 岡林洋子 

          副主幹       青木啓子 

          保健指導担当    鈴木香 

          保健指導担当    大形レナ 

          管理担当      世古愛 

 

三重県津保健所   保健衛生室副参事  林宣男 

          総務企画課主幹   中山千代芳 

 

（健康づくり計画策定補助業者） 

株式会社グリーンエコ                 藤崎望 

５ 内容 

（１）健康まつり「たばこアンケート」結果報告  

（２）計画策定に向けての取り組み報告と今後のスケジュールについて 

（３）第３次健康づくり計画策定に係るアンケート結果報告  

（４）アンケート結果振り返り  

（５）各団体の活動紹介  

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

健康福祉部健康づくり課管理担当 

電話番号 ０５９－２２９－３３１０ 

Ｅ-mail  229-3310@city.tsu.lg.jp 

 

・議事の内容   下記のとおり 

 

＜事務局＞ 明けましておめでとうございます。 

新年早々、お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。  
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定刻になりましたので、平成２７年度津市健康づくり推進懇話会第５回分科会をは

じめさせていただきます。なお、本会議は、津市情報公開条例第２３条の規定に基づ

き、公開の対象となるため、議事の内容を録音させていただきます。また、内部資料

とするため、会議の様子を撮影させていただきますのでご了承ください。 

本日ご出席いただいておりますオブザーバー、アドバイザーの方、皆様をご紹介さ

せていただきたいと思います。 

毎回懇話会にアドバイザーとして、津保健所中山所長様にお願いしております。 

 

中山所長 中山です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜事務局＞ お願いいたします。 

続きまして保健所のほうから紹介させていただきます。本日は津保健所から保健衛

生室、林宣男副参事にもご参加いただいておりますので、ご紹介をさせていただきま

す。林様、一言どうぞよろしくお願いいたします。 

 

林副参事 よろしくお願いいたします。 

１月１日付けをもちまして、津保健所に勤務となりました。去年までは愛知県がん

センター中央病院で泌尿器科医をやっておりました。また皆様のお役に立てることが

できればと考えております。一緒に勉強させていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

なお津保健所からは中山様にもご参加いただいておりますので、よろしくお願いい

たします。 

続きまして、本日、中山所長の隣に座っていただいております三重県立看護大学地

域在宅看護学の大越教授をご紹介させていただきます。 

大越教授には、昨年から計画アンケートの内容や分析評価等のアドバイスをいただ

いておりますが、分科会には初めてご出席いただきました。 

大越教授は、東京都豊島区で１６年間保健師をされており保健師の活動実態にも精

通されています。また、東京大学医学部附属病院小児科勤務など病児やその家族のケ

アにあたられた経験から、子どもの健康と家族の課題にも深いご理解があります。さ

らに、社会福祉関係の大学院で学ばれたのち、現在三重県立看護大学で看護師及び保

健師の教育にあたられています。それでは、大越教授より一言いただきたいと思いま

す。 

 

大越教授 

 

 

 皆様、よろしくお願いいたします。本日の事項書の５番目の箇所で皆様と一緒に作

業を進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

＜事務局＞ ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

本日は、第３次健康づくり計画策定に向けて実施した市民対象アンケートの中間報

告が出て来ておりますので、皆様にご説明をさせていただきたいと考えております。 

では、岸畑会長よりご挨拶をいただき、ここからの議事進行は、会長にお願いした

いと思います。 

 

岸畑会長 皆様こんにちは。本日は、懇話会第５回分科会となります。 

懇話会には、健康づくり計画の策定、また健康づくりを進めていくための課題や効

果的な取り組みについて協議し、課題の解決のために、他機関と連携を図りながら具

体的な取り組みを進めるという進行管理の役割があります。 

委員の皆様は、日頃からさまざまな分野でご活躍をされておられます。第２次健康

づくり計画には、日頃の活動で感じておられる健康課題が反映されていますので、こ
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の懇話会では、健康課題、健康づくり計画の推進について意見し、横断的に取り組み

を考えることができる場としていきたいと思います。 

それでは、本日の会議をはじめます。 

 

１０月１１日（日）に実施しました、健康まつりでの「たばこアンケート」につい

て、前回の分科会で喫煙者・非喫煙者別の報告を、とのご意見がありましたので事務

局より報告をお願いします。 

 

＜事務局＞  「たばこアンケート」の喫煙状況別の集計結果報告をさせていただきます。 

お手元の「たばこアンケート」の資料をご覧ください。年齢別の喫煙状況としては、

吸っている人は３０・４０歳代の順に多く、吸っていたがやめた人は５０代以上がほ

とんどで、７０代が最も多い結果となっています。 

性別の喫煙状況としては吸っている人は男性が１７．８％、女性が３．５％ですが、

１９歳以下の未成年者を除くと吸っている人は全体の８．９％で男性２１．１％、女

性が３．７％です。全国の喫煙率としては男性が３２．２％、女性が８．２％ですの

で、健康まつり来所者は健康意識が高いことが伺えます。 

次のページをご覧ください。 

禁煙外来の認知度としては、吸っている人が８９．７％と最も高く、吸っていたが

やめた人が８０．８％、吸っていない人が７１．０％となっています。 

たばこの煙が「ＰＭ２．５」と同じだと知っているかどうかについては、吸ってい

たがやめたという人の認知度が最も高く５３．８％、続いて吸っている人が５１．

７％、吸っていない人は３７％と喫煙経験がある人に比べ、認知度が大幅に低い結果

となっています。 

続いて、受動喫煙の認知度としては、言葉も意味も知っていると回答した方は吸っ

ていたがやめた人が６１．５％と最も高く、吸っている人は５５．２％、吸っていな

い人は４９．８％という結果となっており、全体的な認知度は５～６割程度です。ま

た、吸っている人ではどちらも知らないという方が３４．５％と吸っていない人や吸

っていたがやめた人に比べ、多い結果となっています。 

次のページをご覧ください。 

受動喫煙の内容の認知度については、喫煙状況によって差があるものとして、たば

この先から立ちのぼる煙、たばこを吸う人が吐き出す煙、室内に漂う煙においては吸

っている人の認知度が、吸っていない人や吸っていたがやめた人より低い結果となっ

ています。 

最後のページをご覧ください。 

公共施設の禁煙については吸っている人は６～７割、吸っていない人と吸っていた

がやめた人が約８割が賛成と回答しており、吸っていない人においても１割以上反対

という方がいる結果となっています。 

今回のアンケートの回答者は吸っていない方がほとんどで、吸っている人や吸って

いたがやめた人はいずれも３０人程度で人数や年齢に偏りがあり、また健康意識が高

い方が多いと考えられますが、喫煙状況によって、受動喫煙やＰＭ２．５等の認知度

に差があり、興味深く感じました。吸っていたがやめた人の受動喫煙やＰＭ２．５の

認知度が高いことはやめるきっかけにも影響しているように思います。また、受動喫

煙を知らないという人が吸っている人に多いことやたばこの煙がＰＭ２．５と同様で

あることを知らない人が吸っていない人に多いことは、受動喫煙防止における課題に

もつながるように思います。たばこに関するアンケートについての報告は以上です。 

 

岸畑会長 

 

ありがとうございました。 

たばこは吸う本人だけでなく周囲の人に与える健康への影響が非常に大きいです

ので、今後も市民に向けた取り組みを工夫しながら進めていきたいと思います。 
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 今日は、第２次健康づくり計画の評価のため、市民アンケート結果を皆様と見てい

きたいと考えていますが、その前に、市が４月から計画策定に向けて取り組んだ内容

と今後のスケジュール案について、事務局より報告をいただきたいと思います。 

 

＜事務局＞ お手元の「津市第２次健康づくり計画評価・第３次健康づくり計画策定スケジュー

ル（案）」の資料をご覧ください。 

４月以降、市で取り組んで来ました流れと今後のスケジュールについてまとめさせ

ていただきました。こちらの表ごとにご説明をさせていただきたいと思います。 

計画の取り組み状況につきましては、懇話会の都度、報告させていただいておりま

したが、平成２７年度、２８年度案をまとめましたので、ご確認をお願いいたします。 

まず、平成２７年度についてですが、現状分析ということで、第２次健康づくり計

画の評価指標、他課及び県・国のデータの収集とアンケート項目の検討を４月から、

小学校・中学校での校長会、役員会においての説明を５、６月に行い、こちらはアン

ケートの内容、時期等の検討を行わせていただきました。月１回程度の委託業者との

打ち合せ、また、８、１２月に計画アドバイザーとの打ち合わせとしまして、三重県

立看護大学大越教授との打ち合わせをさせていただき、アンケート項目、評価方法、

進め方、アンケート結果の見方等をご相談させていただいております。 

アンケート項目の決定が８月、アンケート調査を９月３０日～１０月３０日にさせ

ていただきました。成人６５．０％の回収率、未成年４９．１％の回収率となってお

ります。 

次のページをご覧ください。現状及び課題抽出として、ワークシートで取り組み、

課題等の抽出をしていただきました。各保健センター、事業担当に９月、１０月で、

懇話会委員の皆様にも９月１７日の第３回分科会で依頼させていただき、ご意見を頂

戴しております。 

アンケート勧奨はがきの送付は、１０月１９日に成人、未成年の全対象者の方へ送

付をさせていただいております。 

データ集計、こちらは委託業者のほうで１１月から実施しております。分析評価も

１１月から実施しております。評価指標、他課のデータ、ワークシートのまとめ、ア

ンケートの調査結果、市の概況をまとめております。アンケート調査報告書中間報告

が、１２月に委託業者より出されて、その結果をもとにクロス集計の項目等を検討し

ております。 

次が本日のことになりますが、懇話会委員様、あと職員に向けてアンケート調査結

果の報告、評価、課題及び取り組み等の検討として、本日、第５回の分科会でアンケ

ート調査概要の報告を、この後させていただきたいと思っております。アンケート調

査報告書納品は３月までに、冊子になったものが委託業者より納品されます。 

次のページにつきましては、２８年度の予定になっております。こちらは現時点で

の案になりますので、変更もございます。 

計画素案・概要版の作成が４月から８月に、そしてオープンディスカッションとし

て、市民様に向けてのご説明が９月ごろに行わせていただきたいと考えております。 

懇話会委員様、職員、他課へ本冊の最終確認依頼が９月、計画素案の完成を１０月３

１日までに、市長説明、協議案件提出、議長、副議長説明、健康福祉部理事説明が１

０月で、議会の協議が１１月と予定しております。 

ホームページでパブリックコメントを募集させていただくのが１１月から１２月

の１か月間、パブリックコメントの集計、回答、ホームページへの搭載が１２月、部

長、次長、参事の説明、副市長の説明を１２月に、市長の説明、市長の言葉依頼、市

長決裁が１月、計画冊子と概要版の完成と納品が３月３１日までというような計画を

立てております。 

平成２８年度、次年度は懇話会開催の都度、また委員の皆様に、計画作成に向けた
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ご協議をお願いさせていただく予定となっておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

第３次健康づくり計画は、平成２９年４月から３４年までの６年間の計画となりま

す。市民の代表である懇話会委員の皆様のご助言や指導をいただきながら、第３次計

画を一緒につくり上げていきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。以上になります。 

 

岸畑会長 では、第３次健康づくり計画策定に係るアンケート結果報告をお願いします。 

 

＜事務局＞ 先程ご説明させていただきましたとおり、計画策定に係るアンケートが終了し、ま

だ修正中ではございますが、結果報告が計画補助業者より出てきております。 

本日、計画補助業者で昨年よりお世話になっております、株式会社グリーエコ藤崎

様にもこの会議に同席いただきました。一言、藤崎さんよりご挨拶をいただきたいと

思います。 

 

グリーン 

エコ藤崎様 

 株式会社グリーンエコの藤崎と申します。昨年の夏ごろから津市の皆様にお世話に

なっておりまして、来年度末まで一緒にお仕事をさせていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございます。 

皆様のお手元に、「アンケート調査 結果報告書」をご用意いたしました。上部に

注意を入れさせていただきましたが、こちらの結果は、現在修正中で今後変更する可

能性があります。取り扱いにつきましてご配慮いただきますようお願いいたします。 

この後、グリーエコ藤崎様よりアンケートの結果をご報告いただきたいと思います

のでよろしくお願いします。 

では、ここからの進行は、大越先生にお願いしたいと思います。 

 

大越教授 これからの進行は、私の方でさせていただきます。 

まず藤崎様から、この結果について３０分ほどご説明をしていただくのですが、そ

の際に皆様の中で、アンケートを聞いた率直な感想、例えば「やはり」とうなずいた

部分や、「いやいや、ちょっとこれはどうなのだろう」と思った部分、「あれ？」と気

づいた点などありましたら、その部分にお手元に用意してあります付せんを貼ってい

ただく作業をしていただきたいと思います。 

できれば、どうして「あれ？」と思ったのかというところも大切にしながら、後半、

皆様でディスカッションをしていければと思います。おそらく、取り組んでいるがな

かなか結果が出なかったもの、そんなに取り組んでいないのに何だか良い結果が出て

いるよねとか、そういうことをイメージしながら藤崎様のご説明を聞いていただけれ

ばと思います。 

では、藤崎様よろしくお願いします。 

 

グリーン 

エコ藤崎様 

 では、皆様のお手元にあります「津市第３次健康づくり計画策定のためのアンケー

ト調査 結果報告書」という資料をご覧になってください。 

 まず２ページをご覧ください。先ほどもご説明がありましたが、アンケートの調査

対象の方は、１７歳から１９歳の未成年の方、そして２０歳以上の成人の方、中学生、

小学生、１歳６か月児と３歳児を子育て中の方を対象としています。 

 次の３ページをご覧ください。アンケートの回収率ですが、こちらも先ほどご説明

がありましたように、未成年の方が４９．１％、成人が６５％になっていまして、郵

送によるアンケートでは非常に高い回収率となっています。中学生と小学生は、学校

の皆様の協力によって、ほぼ全員の回答がありました。子育て期に関しましては、お
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子様の健診時に、津市の皆様が直接配布されて、その場でご回答をいただいておりま

す。 

 では９ページをご覧ください。食生活・生活リズムの調査結果になります。 

まず平日の起床時間をきいた質問です。割合が最も高かった時間帯ですが、成人、

子育て中の方は「６時頃」、２０歳未満の未成年、中学生、小学生は「６時半頃」、幼

児は「７時頃」に起きるという割合が最も高くなっていました。 

 次に１３ページをご覧ください。次は就寝時間になります。こちらは、成人と未成

年の方は「２４時以降」、中学生は「２３時頃」、小学生は「２２時頃」、子育て中の

方は「２３時頃」、幼児は「２１時頃」に寝る割合が最も高くなっています。 

 隣の１４ページをご覧ください。朝起きたとき、ぐっすり眠れますかという質問を

後でさせていただいているのですが、その感じ方の程度別に就寝時間をみたグラフに

なっております。ぐっすり眠れたと感じていない人ほど就寝時間が遅くなっていま

す。また、ぐっすり眠れたと感じていないほど、２４時以降に寝る割合が高くなって

います。 

 次に１５ページをご覧ください。就寝時間を５年前の２２年度調査と比べたグラフ

になっています。一部訂正があります。右下の小学生と書いているのは、幼児のグラ

フになっています。申し訳ありません。 

 グラフを見ますと、全体的に就寝時間が早くなっている傾向がみられます。中学生

では、２４時以降に就寝する割合の減少を目標としていますが、平成２２年度の１７．

４％から１５．９％へ減少しています。また、幼児では２２時以降に就寝する割合の

減少を目標にしていますが、こちらも２３．３％から２０．２％へ減少しています。 

 次に１６ページの下のグラフをご覧ください。子育て中の方に、お子様の就寝時間

は良い生活リズムだと思いますかというご質問をしています。就寝時間が適切だと思

っている保護者では、お子様の就寝時間は「２１時頃」が多くなっており、就寝時間

を改善したいと思っている保護者の方は、お子様の就寝時間は「２１時半頃」から「２

２時頃」が多くなっています。 

 次に１７ページをご覧ください。朝食を毎日食べる割合となっています。毎日食べ

る人の割合ですが、成人が８３％、未成年７６．２％、中学生８５．５％、小学生９

０．１％、幼児９５．４％、子育て中の方が８６．１％となっております。成人を年

齢別にみてみますと、年齢が低いほど朝食を毎日食べる人が少なくなっており、また

男性は毎日食べる人が少なくなっています。２０代の男性では、朝食を毎日食べる人

が６割を下回っています。 

 次に１８ページをご覧ください。就寝時間別に朝食を毎日食べる割合を出したグラ

フになっています。就寝時間が遅いほど、朝食を毎日食べる割合が低くなっています。

成人と子育て中の方では、就寝時間が２４時以降になると、毎日食べるという割合が

大幅に下がっています。また、中学生では２３時半頃からの就寝時間、小学生では２

３時頃から寝る人は、朝食を毎日食べる割合が低くなっています。 

 次に１９ページをご覧ください。朝食を毎日食べる人の割合を、朝食を誰かと食べ

ているかという共食の状況別にみたグラフになっています。１人で食べるより、そろ

って食べているほうが朝食を毎日食べる割合が高くなっています。 

 次に２０ページの下のグラフをご覧ください。朝食を毎日食べる割合を５年前の調

査と比べたグラフになっています。子育て中の方で、朝食を毎日食べる方がやや減少

しています。 

 次に２１ページをご覧ください。未成年の方、中学生、小学生の方に、朝食の内容

をアンケートで記入してもらいました。その内容を、ここにあるように、ごはん、パ

ン、それ以外の主食、肉、魚などの主菜、野菜などの副菜、汁物などに分類分けした

グラフになっています。朝食の内容としては、ごはんやパン、あと主菜が多くなって

おりまして、副菜を食べているお子さんが１割あまりと少ない状況となっています。 

 次に２２ページをご覧ください。朝食の内容から、主食、主菜、副菜の組み合わせ
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の割合を出したグラフになっています。主食・主菜・副菜、全ての組み合わせが含ま

れているという人は１割台にとどまっておりまして、「主食は含まれているが、主菜・

副菜が含まれていない」すなわち主食だけが半数を占めています。この「主食は含ま

れているが、主菜・副菜が含まれていない」人の内訳としては、パンだけを食べてい

るという人が多くなっています。また、主食が含まれていない人の内訳としては、菓

子類、ほぼ菓子パンですが、それが多くなっています。 

 次に２３ページをご覧ください。主食の種類別に朝食の組み合わせをみたグラフに

なっています。主食がパンや麺などの場合に比べ、ごはんの場合のほうが主菜や副菜

を食べている人が多くなっています。 

 次に２５ページ、下のグラフをご覧ください。朝食を家族などと食べる割合を出し

たグラフです。平成２２年度の調査と比べ、成人、未成年、中学生では、朝食を「家

族そろって食べる」、「誰かと食べる」割合がやや減少しています。また、特に中学生

で、朝食を「一人で食べる」という割合が増加をしています。 

 次に２７ページをご覧ください。今度は夕食の共食状況になります。中学生の６．

６％、小学生の３．１％が夕食を一人で食べています。２８ページの上のグラフを一

緒にご覧になってください。夕食の共食の状況を、自分のことが好きですかという質

問別にみてみますと、自分のことが好きな子どもほど、「そろって食べる」という割

合が高くなっています。 

 次のページの下のグラフをご覧ください。中学生は、平成２２年度の調査と比べま

して、「家族そろって」、また「家族の誰かと」夕食を食べるという割合がやや減少を

しています。 

次に３０ページをご覧ください。野菜を毎食食べる割合のグラフになっています。

未成年は野菜を毎食食べるという割合が半数を下回っていますが、中学生、小学生、 

幼児では、約６割となっています。次に下のグラフをご覧ください。幼児が毎食野菜

を食べる割合は、保護者が野菜を毎食食べているかどうかによって大きく異なってお

り、野菜を毎食食べる保護者のお子様は、８割が野菜を毎食同じように食べています。 

しかし、野菜を毎食食べていない保護者のお子様は、同様に食べていない子どもが

多いという結果になっています。 

 次、少し飛びまして３５ページをご覧ください。ここから運動についての調査結果

になります。 

下の性・年齢別のグラフをご覧ください。意識して体を動かす人の割合のグラフに

なっています。男女共に若い年齢の人は、意識して体を動かしているという人が少な

くなっています。特に２０代から４０代の女性で、意識して体を動かす割合が３割台

にとどまっています。 

 次に３６ページをご覧ください。意識して体を動かしているかどうかを、普段健康

に気をつけていますかという質問別に、性別でみたグラフになっています。男女共に

健康に気をつけている人ほど、体を動かす割合が高くなっていますが、女性はそれぞ

れ、男性より割合が少しずつ低くなっております。健康づくりで体を動かすというこ

とへの意識が、女性は男性と比べると、少し低いということが伺えます。 

 次に４２ページをご覧ください。ここから、たばこについての調査結果になります。 

上のグラフをご覧ください。現在たばこを吸っている人の割合ですが、成人全体で

１６．８％、子育て中の方では９．７％となっています。下のグラフ、成人の性・年

齢別グラフになります。こちらを見ますと、男性の２０代から６０代の約３割、女性

の２０代から５０代の約１割が喫煙者となっています。 

 次に４３ページをご覧ください。喫煙者の割合を平成２２年度の調査と比べます

と、男性は全体として横ばいとなっていますが、３０代、４０代の喫煙者、特に４０

代の喫煙者が減少しています。一方女性は喫煙者が増加しており、特に２０代、３０

代の若い世代と、５０代の喫煙者が増加しています。子育て中の方についても喫煙者

が増加しており、特に１歳６か月児の保護者の喫煙率が増加しています。 
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 次に４４ページをご覧ください。非喫煙者がたばこの煙やにおいが気になる場所を

きいたグラフになっています。煙やにおいが気になるところは、飲食店が非常に多く

なっています。道路、公共交通機関や公共施設といった不特定多数が利用するような

公共の場所についても、割合がやや高くなっています。 

 次に４５ページの下のグラフをご覧ください。たばこを吸っている人に、たばこを

吸うときに気をつけていることはあるかという質問です。決められた場所で吸うよう

にしているという喫煙者は７割いらっしゃいます。また、次のページの経年変化をみ

てみますと、性別にみても、年齢別にみても、決められた場所で吸うという人が増え

ており、喫煙マナーが向上していることが伺えます。ただ、部屋の中で吸わないよう

にしているという人は４割弱と少なくなっており、家族が受動喫煙を受けているとい

うような現状も伺えるかと思います。 

 次に、４６ページの下のグラフについてですが、子育て中の喫煙者が、子どもと一

緒にいるときにたばこを吸っているかという質問です。たばこを吸うことがあるとい

う割合が、時々も含めて半数を超えています。 

 次に４９ページをご覧ください。１７歳から１９歳の未成年者の喫煙経験の割合の

経年比較になっています。残念ながら０％にはなっておらず、４．１％あるのですが、

ただ、２２年度の調査と比べるとおよそ半分にまで減少をしています。 

 次に５１ページをご覧ください。小学生、中学生に大人になったらたばこを吸いた

いですかという質問をしたところ、家族内に喫煙者がいる場合は、喫煙者がいない場

合と比べて、将来吸いたくないと考える割合が少なくなっており、親の喫煙が将来お

子様の喫煙につながる可能性が高いことが伺える結果となっています。 

 次に５４ページをご覧ください。ここからアルコールについての調査結果となって

います。 

下のグラフをご覧ください。飲酒の頻度ですが、男性は「毎日飲む」という人が多

くなっており、特に５０代から６０代の男性は「毎日飲む」という人が４割を超えて

います。次に５５ページの下のグラフをご覧ください。毎日飲酒する人に飲酒量を質

問しています。生活習慣病のリスクを高めるといわれる量、男性で１日２合以上、女

性で１日１合以上を飲酒している人の割合ですが、男性では２６．１％、女性では５

７．９％となっており、女性は毎日飲む人は少ないのですが、飲んでいる人は量が多

いという結果になっています。 

 次に６０ページをご覧ください。歯についての調査結果になります。 

 上のグラフをご覧ください。１日の歯磨き回数ですが、女性は「毎日は磨かない」

と、１日「１回」を合わせた割合が１割前後ですが、男性は３から４割と多くなって

おり、特に５０代以上の男性は歯磨きの回数が少ない人が多くなっています。 

 次に６２ページ、上のグラフをご覧ください。定期的に歯科検診を受けている人の

結果です。成人では、定期的に歯科検診を受けているという人が４割となっています。 

 次に６５ページをご覧ください。歯の本数の結果になっています。男性では４０代、

女性では５０代から大きく減少をしています。また、次のページもあわせてご覧くだ

さい。１日の歯磨き回数別に歯の本数をみてみますと、おおむね１日の歯磨き回数が

多いほど歯の本数が多くなっています。 

 次に６８ページをご覧ください。ここから生活習慣病についての調査結果になりま

す。 

上のグラフをご覧ください。成人のＢＭＩを性・年齢別にみたグラフになっていま

す。肥満は男性に多くなっており、特に４０代、５０代の男性は、肥満が３割を超え

ています。一方やせは、若い女性に多くなっており、２０代の女性は、やせが２割と

なっています。その下のグラフですが、やせの女性の割合を平成２２年度の調査と比

べると、１７歳から１９歳の未成年の女性は、やせの割合が半分にまで減少していま

すが、中学生の女の子では、やや増加しています。 

 次に７１ページをご覧ください。上のほうの、「やせ」と書いているグラフをご覧
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ください。やせの女性のうち、もっとやせたいと思っている人の割合ですが、成人と

未成年では１割を下回っています。しかし、中学生の女の子では３割近くが「もっと

やせたい」と思っています。 

 次に７３ページをご覧ください。市のがん検診を知っているかどうかを、平成２２

年度と比べたグラフになっています。成人では、男性も女性も、またどの年齢をみて

も、市のがん検診の認知度が上がっています。また、子育て中の方についても認知度

が上がっており、この５年間で市民全体に市のがん検診が認知されてきたことが伺え

るかと思います。 

 次に７６ページをご覧ください。上のグラフをご覧ください。健康診査を年に１回

受けている割合を、平成２２年度の調査と比べたグラフです。成人や子育て中の方と

もに、職場や職場以外で受けているという人がおおむね増えています。次に下のグラ

フをご覧ください。成人を性別でみてみますと、職場以外で健診を受けるという女性

が増えています。また、子育て中の方は、職場でも、職場以外でも健診を受ける方が

増えています。 

 次に７８ページをご覧ください。今度はがん検診についての受診状況になっていま

す。がん検診を年に１回受けている割合ですが、健康診査と同様に、成人、子育て中

の方ともに、職場、もしくは職場以外でがん検診を受けている人が増えています。下

のグラフをご覧ください。成人を性別でみてみますと、健康診査と同様に職場以外で

がん検診を受ける女性が増えています。また、子育て中の方も、健康診査と同様に職

場でも、また職場以外でもがん検診を受ける人が増えており、特に職場以外で受ける

という人の割合が大きく伸びています。 

 次に８２ページをご覧ください。休養・こころについての調査結果になっています。 

イライラやストレスを、「いつも」「時々」感じる人ですが、子育て中の方では約６

割、それ以外の調査対象の方では７割を超えています。次のページの上のグラフをご

覧ください。ストレスを「いつも」または「時々」感じている人の割合を、性・年齢

別でみてみますと、男女ともに２０代から５０代の子育てや就労世代で割合が高くな

っています。 

 次に８５ページをご覧ください。子育て中の方について、子育てのストレスを感じ

る割合ですが、お子様の遊ばせ方がわからなかったり、お子さんと楽しく体を動かし

ていない人では、ストレスを感じる割合が高くなっています。 

 次に８６ページをご覧ください。イライラやストレスを「いつも」または「時々」

感じている人のうち、そのストレスを解消できていますかという質問について、子育

て中の方では１割弱、それ以外の対象の方では２割弱が「ほとんどできていない」と

回答しています。 

 次に、９４ページをご覧ください。朝起きたときにぐっすり眠れたと感じるかとい

う質問です。「あまり感じない」「全く感じない」と答えた方が、小学生で約４割、成

人、未成年、中学生では半数を超えています。 

 次のページのグラフをご覧ください。朝起きたとき、ぐっすり眠れたと感じるかど

うかを、ストレスを感じているかどうかの質問別でみてみますと、ストレスを感じて

いる人ほど、ぐっすり眠れていないと感じる人が多くなっています。 

 次に９８ページをご覧ください。自分のことが好きな人の割合を、未成年、中学生、

小学生を対象に調査しています。平成２２年度の調査と比べて、自分のことが好き、

まあまあ好きと答えた方が、未成年、中学生ともに増加しています。また、女の子の

伸びが大きくなっています。 

 次に１０２ページと１０３ページをご覧ください。主観的健康感になります。自分

が健康だと感じているかどうかについてですが、楽しみや生きがいがあったり、近所

とのつき合いがある人ほど健康だと感じている人が多くなっています。 

 次に１０４ページ、真ん中のグラフをご覧ください。普段健康に気をつけている人

の割合についてのグラフになっています。おおむね、年齢が低いほど、普段健康に気
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をつけている人が少なくなっています。平成２２年度の調査と比べると、男性は健康

に気をつけている人が減少しています。 

 次に１０７ページをご覧ください。ヘルスボランティアの認知度の経年変化になり

ます。平成２２年度の調査と比べると、健康づくり推進員の認知度は横ばいですが、

食生活改善推進員と、母子保健推進員の認知度が増加しています。 

 次に１０８ページの下のグラフをご覧ください。近所とのつき合いの程度のグラフ

になっています。「近所にどんな人が住んでいるのかわからない」「ほとんど付き合わ

ない」という人は、女性より男性に多くなっており、若い年齢の人に多くなっていま

す。２０歳代の男性の約４分の１が、「ほとんど付き合わない」「近所にどんな人が住

んでいるのかわからない」と回答をしています。 

 次に１０９ページをご覧ください。帰宅時にいつも手を洗うかどうかという質問に

ついてです。男性は女性より手を洗わないという人が多くなっています。また、男性、

女性ともに６０代以上の方は、いつも手を洗うという人が少なくなっています。 

 次に１１０ページをご覧ください。自分や家族の持病や内服薬について、知ってい

るかどうかについての質問です。自分のことも家族のことも、全て知っているという

人が、約半数となっています。 

 最後に１１１ページをご覧ください。非常持ち出し袋の中に健康管理に必要なもの

を備えているかどうかという質問です。備えているという人は１割あまりと、非常に

低い値にとどまっています。 

 駆け足になって申し訳ありませんが、アンケートの報告は以上になります。ありが

とうございました。 

 

大越教授  ありがとうございました。 

 では、皆様にこれから、３０分程度の時間でグループワークをしていただきたいと

思います。先ほど、説明を聞きながら付せんをつけていただいたところに関して、各

グループに保健師の方々がファシリテーターとして入りますので、話し合いを進めて

ください。 

できれば、最終的に、食生活、栄養、運動、たばこ、アルコール、歯とお口の健康

など１０分野に整理をしていただければと思いますが、あまり時間がないのでご無理

なさらない程度に進めていただければと思います。 

 休憩を取っておりませんので、途中、自主的に休憩等を取りながら進めていただけ

ればと思います。今から、この時計で３５分ぐらいまで作業をしていただきまして、

残り１０分で情報を共有したいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

 

 

（グループワーク） 

大越教授 これから発表に移りたいと思います。 

１グループから発表をよろしくお願いします。 

 

草川委員 １グループの発表をさせていただきます。 

私たちは、がんや生活習慣病のグループですが、全般的にいろいろな意見が出まし

た。 

野菜を親が食べているところは、子どももちゃんと食べているということです。野

菜をおいしく食べることは、非常に難しいことですが、食べることはやはり慣れです

ので、薄い味、野菜をしっかり食べることに慣れてしまえば、それが普通になってい

くのであろうということでした。 

運動のことに関しては、高齢の方に動いていただけるようになり、色々な地域の運

営、活動なども功を奏しているのではないかと思われます。 

たばこに関しては、大人になったら吸いたいという人が非常に少ないということ
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で、やはりたばこに対する感じ方が変わってきているのであろうと思います。それは

続けていければ良いという意見が出ました。 

がん、生活習慣病のところでは、女性の職場以外の健診（検診）受診率が少し上が

ったように見えますが、それはむしろ雇用環境の違いで、会社で健診（検診）を受け

る人が減ってしまったのではないだろうかという見方も出来ると思います。なので、

もう少し見てもらえたらどうなるだろうという意見が出ました。 

未成年の女子はやせの人が減っているのに、中学生のやせの女の子が非常に増えて

いることについて、何がそうさせているのかがもう少し見えてくればいいなというこ

とでした。 

休養、こころのところでは、自分が好きだという中学生が増えてきているというこ

とでした。スマップの歌のおかげだと思いますが、そういう考え方が良い感じで増加

しているらしいということでした。 

仲間づくりのところでは、偉い立場の男性が地元デビューを出来ず、ひきこもりに

なることが多いということなので、気をつける必要があるということでした。 

それと、アンケートに最も大事な問題である少子化、それをどう考えていくかとい

うことが、どこにも拾われていないという意見が出ました。 

以上です。 

 

大越教授 

 

ありがとうございました。 

では、２グループお願いします。 

 

上田委員 食生活、栄養のところでは、就寝時間と朝食の関係が健康まつりの結果とほとんど

同じだという意見が出ました。アンケート全般を通しては、予想したとおりの結果が

出てきたかなということと、また少しずつ改善されているなというところがありまし

た。食生活のところで、やはり菓子パンを食べている人がまだ多く、働いている親御

様などは時間がなく、子どもに菓子パンを食べさせたり、車で食事をさせたりという

状況もあると思います。そのときに食事内容を少し考えてもらうなどの指導や、中学

校からの指導が必要であるという意見も出ました。 

運動については、体を動かしている人が女性に少ないのは、なぜだろうという意見

があり、この辺を少し探っていくと良いのではないかということでした。 

たばこにつきましては、女性の喫煙者が増えていて、出産を控えている女性の喫煙

率が高いのは、やはり本人だけではなくて、お子様の健康にも関わることなので、問

題であるということでした。また、公共施設での分煙は非常に進んできたのに、家庭

での分煙があまり進んでいなかったという調査結果は結構ショッキングであり、やは

りその辺を啓発していかなければいけないと思いました。ＪＴのコマーシャルなど

は、すごくかっこよく、すてきに分煙しましょうとは言っていますが、お家ではどう

なのかということを伝えていかなければいけないという意見が出ました。 

歯と口の健康につきましては、歯磨きをきちんとしている人が歯の残存率が多いと

いうことがはっきりしました。良い習慣を続ければ、きちんと歯や口の健康は予防で

きるということがはっきりしましたので、これはもっと前面に出していっていただけ

ればと思います。また、そのために毎食後の歯磨きが大事ということを出していかな

ければいけないと思います。女性は身だしなみの一環もあって歯を磨いている人が多

いのかもしれないという意見も出ました。 

がんと生活習慣病では、子宮がん検診などは２０代の方も対象ということですが、

基本的には４０代が中心になっているにも関わらず、知っている人が多いというの

は、良いことだという意見が出ました。また、子ども向けにがん予防のお話を当事者

からしていただくということがとても重要で、体験者の方のお話が非常に子どもたち

の心に響くと思います。大人もそうですが、正しい知識も持ちながらそのお話を聞く

と、ストンと落ちる部分があるのではないかという意見が出ました。 
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休養とこころについては、「おはよう」の挨拶をしている小中学生が多いという結

果でしたが、地域別なども知りたいという意見が出ました。 

仲間づくりについては、食生活改善推進員、母子保健推進員を知っている人が増え

てきていることは、とてもいいことだと思います。また、美杉中学校がそうなのです

が、美杉中学校は学校と地域の結びつきをすごく大切にしており、本当にたくさんの

地域の方に入っていただいています。 

感染症については、手洗いが基本にもかかわらず、６０代、７０代の方はいつも手

を洗う人がやや少ないということでした。学校でも子ども達に手洗いするようには言

っています。新型インフルエンザが流行したとき、一時的に、みんな手洗いをしっか

りしたと思うのですが、のど元を過ぎてしまったのかもしれません。もう一度、意識

していくことが必要ではないかという意見が出ました。 

災害への備えについては、歯磨きの重要性を、やはり伝えていく必要があると思い

ます。歯ブラシを持ってみえる方は多いのですが、なぜ歯を磨かなければいけないの

か、災害時に歯を磨くことによって、色々なことが防止できるという、そのあたりも

押さえていく必要があるという意見が出ました。お薬手帳が入っていないのが残念

で、この辺も課題です。大事なものがすぐ持ち出せるようにする工夫も大事なのかな

ということでした。以上です。 

 

大越教授  ありがとうございました。 

 では、３グループお願いします。 

 

中川委員  ３グループは、食生活・栄養、休養・こころ、タバコの３つの項目を話し合いまし

た。 

 まず食生活、栄養では、起床時間が皆様早いという結果でしたが、ただ生活リズム

について何をもって適切かというのは、人によって価値観が違いますし、生活リズム

も違いますので、そのアンケートをとって、どうかということに対しては、疑問視す

る意見がありました。また、中学生の４割が一人で朝食をとるというのは問題ではな

いかという意見が出ました。その辺は理由を探るなどが必要ではないかと思います。  

ごはん食、副食を食べる人ですが、ごはんを食べれば副食は絶対あることですし、

パンだとパンだけになる可能性は高いと思います。そういう点も話に出ました。 

 小中学生が誰かと食事をするというのは、家族の人が主だと思いますが、ご両親と

食べるかだけでなく、兄弟で上の子とか下の子と食べる場合もあると思います。一緒

に食べるとしても誰と食べるかによっても、朝食をとるときの雰囲気が違うのではな

いか、その点ももう少しわかれば良いという意見がありました。 

 休養とこころについては、小中学生がストレスやイライラを「いつも感じる」割合

が高いという結果が出たのですが、それがあまりにも多いので、何がストレスやイラ

イラの原因になっているのかについて興味があります。そこまではアンケートで質問

をしていませんでしたが、その内容を聞くことによって、そこから何か対応策や問題

解決を考えていく一つになるのではないかという意見が出ました。ストレス解消とし

て、女性は人と話すというのが一番多かったのですが、これは納得できることだと話

に出ました。お子様の遊ばせ方がわからないという保護者の方が若干いるようでした

が、割合としては少なかったので、本当かなと少し疑問視するところはありました。 

ストレス、イライラの解消の仕方ですが、成人の場合は質問をしていましたが、小

中学校及び未成年についてもアンケートすることができれば、そこから何か見えてく

るところがあって、対応策もできるのではないかという意見が出ました。 

 たばこに関しては、小中学生の喫煙についてはアンケートでは聞けないですし、ほ

とんどいないと思いますが、状況が聞けるのであればとは思います。これはきっと難

しい問題だと思います。女性の喫煙の増加は、女性の社会進出などと関係があって、

そこからストレスなどで喫煙の割合が増えたのではないかと思いますが、その点が気
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になるという話が出ました。たばこ吸うときの飲食店の対応は、店によって、きちん

と対応しているところもあるし、対応が不備なところもあるということでした。ご自

分の家も大事ですが、外へ出た時の対応、飲食店の対応もばらばらな点、その辺がよ

り一層きちんとしたものになれば、また違うのではないかという意見がありました。 

 以上です。 

 

大越教授  ありがとうございました。 

 意外だったこと、もう少し深めてほしいところなど、ご意見をたくさんいただきま

した。この辺を踏まえながら、計画の中にどのように反映させていくかを、また皆さ

様と一緒に検討していきたいと思いますので、今後も引き続き、ご協力をよろしくお

願いします。 

 

岸畑会長  ありがとうございました。 

 本日出された意見を参考にして、次回の懇話会ではさらに検討を進めて第２次健康

づくり計画の評価を行っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

では、次の各団体の活動紹介、委員の皆様の所属する団体等について発表をお願い

したいと思います。 

 今回で活動紹介を全て終了させていただきたいと思いますので、まだ紹介のお済み

でない委員様は、簡単でよろしいので順番にお願いしたいと思います。 

 

宮下委員 津市私立幼稚園協会から参加させていただいております大川幼稚園の宮下と申し

ます。 

 市内には１０園の私立幼稚園がありまして、その１園になります。津駅を降りてい

ただくと、目の前の大川学園の中にございます。３歳児、４歳児、５歳児、１８０名

ぐらいおり、保育をしておりますが、それ以外に子育て支援として、入園前のお子様

たちを招いて、様々なイベントも行っております。 

３月６日にまたチラシを入れるつもりですが、ご近所様に小さい未就園児のお友達

がおりましたら、ぜひとも幼稚園に遊びに来て一緒に遊びましょうということをお声

がけいただければと思います。よろしくお願いします。 

 

岸畑会長 ありがとうございました。 

佐橋委員 ここでは「ＮＰＯどんど」と紹介していただいております。平成１１年に当時の久

居市で初めてＮＰＯ法人として誕生しました。「特定非営利活動法人久居市子育て支

援ネットワークＮＰＯどんど」という名前で誕生しまして、今日に至っております。 

親子の居場所づくりとして、未就園の子どもたちとお母様が中心の子育て広場とい

うものをさせてもらっております。近いところで、久居のイオンの中にあります「は

ぐはぐ」という名前で年間１万６，０００人のお母様と子どもたちに利用してもらっ

ております。ほかにもネットワークづくりとして、保健センター様も一緒になって地

域の子育て支援にかかわる方々や組織と毎月１回、顔を合わせながら情報発信やイベ

ントにも取り組ませてもらっております。 

ＮＰＯどんどにつきましては、この６月から小規模保育園と病後児保育を開始する

計画を進めさせてもらっております。看護師様を募集しておりますので、ぜひどんど

のほうまでご紹介をいただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

岸畑会長 ありがとうございました。 
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上田委員 美杉中学校の上田でございます。途中から委員に入れていただきました。学校での

取り組みについて、少しご紹介させていただきたいと思います。 

基本的な部分は保健体育の授業で子どもたちは勉強をしています。実際、私のほう

も今年度は２学期に保健体育の体育教員と一緒にたばこの害や、アルコールの害につ

いての授業を行いました。南ブロックの旧一志郡と久居地域になりますが、中学校で

は保健体育の授業などを中心に、保健指導の場合もあるのですが、ＴＴという形で体

育科の教諭と一緒に授業に入り、一部ですが指導に取り組んでおります。 

美杉中学校の取り組みを少し紹介させていただきますと、たばこの害などを勉強し

た後、１２月に田島先生にお越しいただきまして、がんの専門的なお話をしていただ

きました。その後、経験者の方のお話を一緒に聞かせていただきました。それが期待

以上に良く、子どもたちの中でストンと落ちたといいますか、がんの怖さについても

わかったのだと思います。また、それだけではなく、がんは予防できるものもたくさ

んあるのだということも伝わったと思います。そのがん経験者の方が若い方でしたの

で、その後、結婚もして子どももできたということを聞いて、希望を持って頑張って

いこうという、命の大切さを考える非常に良い機会となりました。これは、ぜひ津市

の中学校の先生たちに広めていきたいなと思っており、今、紹介を頑張っているとこ

ろです。 

それから、少子化対策のことでお話がありましたが、今年は全ての中学校で少子化

対策として、助産師の先生か産婦人科医の先生、またそれ以外のところも何ヶ所かあ

ったのですが来ていただき、命の大切さや正しい性の知識、産める時期のお話なども

していただきました。少しずつですが取り組んでいる状況です。美杉中学校も助産師

の先生に来ていただいて、命の大切さについて子どもたち（３年生）が知る機会あっ

て良かったと思っております。 

このような学校での取り組みも、本当はもっともっとご紹介していかなければいけ

ないと感じております。以上です。ありがとうございました。 

 

＜事務局＞ 草川委員から資料を預かっておりますので、皆様にお配りさせていただきます。 

 

岸畑会長 ありがとうございました。 

木下委員 本日、紹介パンフレットを持参しなかったのですが、来月の２月１４日に一志総合

支所の後ろに新しく出来ました建物で、学校３校が参加してユニバーサルデザインの

発表会をします。子どもたちの発表と介助犬のデモンストレーションがありますの

で、良かったら見に来てください。 

もし、それまでに間に合えば、保健センターの事務局にお願いしてパンフレットを

配布させていただきたいと思います。 

 

岸畑会長 では、各団体について、もしご質問等あればお受けいたしますが、いかがでしょう

か。 

質問が無さそうですので、ではここでアドバイザーである中山所長にご意見をいた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

中山所長 本日ご報告いただきました調査の結果をもとに、この後健康づくり計画が策定され

るということですが、その感想としては、いよいよ健康づくりもこの領域に来たかと

いうのが正直なところです。 

どういうことかといいますと、２０年、３０年前の健康づくり、あるいは計画とい

うのは、例えば喫煙について言えば、たばこは肺がんの原因にもなるのでやめましょ

うというようなものでした。もう１つ例を言えば、１日３食をしかも朝食をきちっと

食べるのが望ましいですというようなものでした。生理的なことからいっても３食、
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きちっととるのが一番望ましい、それは明らかなことです。また、たばこは肺がんの

リスクはこれだけである、そうでなくてもＣＯＰＤなど色々な病気もありますし、そ

ういうことをみんながわかっていれば、たばこはもうやめましょうということでいい

わけです。 

ところが、３食食べましょう、朝食もきちっと食べましょう、それもいいのですが、

一緒に食べるのが色々な面で良いとはっきり答えは出ているようには思うのですが、

その後、難しいのは、調査の結果としてそれをどうやって広げていくかということで

あると思います。 

例えば、父親は夜が遅いとします。その子どもが一緒に食事をしようと思うと、夜

が遅くなってしまいます。場合によっては朝も抜かなければいけないこともあるかも

しれません。でも、それは本当に悪いのかと言われると、チラッとお話にも出ました

が、価値観ですよね。うちの家庭は、こうして夜は遅くなるけど、これでみんなの精

神的な結びつきなどが保たれるのだという場合があると思います。そこで、やはり子

ども１人でも早く食べて、早く寝たほうがいいと言えるかどうかということだと思い

ます。 

 ３食を時間どおりに食べるのが健康には絶対いいというエビデンスは、たばこの害

ほどにはおそらく明らかではないと思います。うまく言えませんが、調査の結果とし

ては、やはりそういう明らかな部分もあると思いますが、価値観とのこともあります。 

ですから今後まとめてもらうのにあたりまして、そこまで踏み込むのか、踏み込め

るのかというところがあると思います。 

おそらくいずれは、健康づくりというのは、こういうところに来るとは思うのです

が、いよいよ、その領域に踏み込んでしまったかなというのが、私の感想です。あり

がとうございました。 

 

岸畑会長 ありがとうございます。 

なかなか難しい問題で、食事にしても色々な問題があります。 

以前、紹介させていただいた先生から聞いた話ですが、その先生は少年院に行って

います。少年院でいろんな罪を犯した子を見ていると、なぜそんなふうになったかと

いう原因の中に、やはり一人で食べる「孤食」があるみたいです。 

なかなか食事の部分に入っていって考えると、複雑なことになってきますので、そ

れと市民の健康づくりとを一緒にするわけにはいかないのですが、そういうことをい

ろいろ考えていって、津の市民全体が健康で幸せになるのであればいいのではないか

と考えさせていただくところもございます。 

そういうことで、また次回に皆様のお知恵を借りて、より良い健康づくり計画を立

てていきたいと思います。 

 

では、もう時間が押してまいりましたので、その他の連絡事項について事務局より

お願いいたします。 

 

＜事務局＞ ３点ほど連絡をさせていただきます。 

まず１点目、もう既にご覧いただいた方もいらっしゃるかと思いますが、１月１６

日号に発行されました広報津の健康づくりだよりで、原稿の段階でご覧いただきまし

た皆様の活動の紹介を、掲載させていただいております。また前回の分科会で撮影に

ご協力をいただきました「健康づくりタイム」につきましては、２月８日から１週間

の予定で放送されます。まだ広報をご覧いただいていない方、それから「健康づくり

タイム」については、周りの方にもお声がけいただきまして、ご覧になっていただけ

ればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それから２点目です。前回の分科会でも皆様に少しご相談といいますか、ご検討を

いただきましたが、懇話会の２年間の活動まとめを市長に報告する件です。市長の予

定を確認しまして、３月２４日木曜日、午後２時から２時半の３０分間、時間をとら
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せていただきました。詳細につきましては次回、２月の懇話会でご相談をさせていた

だきたいと考えております。 

２年間の活動を振り返って、皆様がそれぞれの所属、あるいは所属以外のところで

取り組んでいただいたこと、それから第３次計画に向けまして今後、取り組みが必要

なことなどを、事前にこの「活動について」という用紙にご意見いただきたいと思い

ます。２６年度、２７年度の２年間の活動計画、計画推進活動と合わせてまとめさせ

ていただいたものを、報告会に持っていきたいと考えております。 

「活動について」という用紙につきましては、意見をご記入いただいて、このとこ

ろ宿題が続いており大変申し訳ないのですが、１月２９日までにファックス、または

メールでお送りいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

３点目です。皆様の健康づくり推進懇話会の委員としての任期が２８年５月３１日

までとなっております。その後、新たに次期委員様のほうを委嘱させていただくこと

になりますが、次期委員様として地域でご活躍されている団体様や、入っていただい

たほうがいいと思っていただいている方、団体等ありましたら、職員まで教えていた

だければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

 

岸畑会長 ありがとうございました。事務局の説明にもありましたが、次回の懇話会で市長報

告会に向けた意見書のまとめや第２次健康づくり計画の評価等を進めていきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

本日はどうもありがとうございました。 

次回の懇話会の予定をお願いします。 

 

＜事務局＞ 次回の懇話会は、２月１８日木曜日の午後２時から、会場が変わりまして中央保健

センターとなります。お間違えのないようにお願いいたします。 

 

岸畑会長 ありがとうございました。では、これにて閉会とさせていただきます。 

 

 


